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２　学力・学習状況における現状分析，目標等

　【３つの視点】

　（１）基礎的・基本的な知識・技能の習得

　（２）知識・技能を活用して課題を解決するために必要な思考力・判断力・表現力等の育成

　（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

（　高等部　）　 生 徒 の 状 況

作業学習での評価記録表により，自分の課
題や頑張りを自己評価する機会が増え，自
分を見つめる目が育ってきた。

学校生活に不安を感じたり，学習活動に自信が持
てなかったりする生徒がおり，特に１年生に多く見
られる。自己肯定感・自己有用感を高め，主体的
に活動に参加し，社会生活で自分の役割を果たす
力の基礎を築く。

①様々な地域貢献活動を通して，地域に役立つ
行動を考え，計画し，実践できる力をつける。

②作業学習で，自分の目標に向き合い，「でき
た」事を重ねて，自分に自信を持つことができ
る。

①お接待やみまの日，作業
学習での地域貢献活動で，
活動前と後で取り組みの意
欲が向上した割合が80％以
上となる。
②作業学習では学年末の自
己評価が当初の評価よりも
高くなっている割合が80％以
上となる。

①各活動の前後で，94.3％の
生徒の意欲が向上し，”人の
役に立つ”，”達成感”を示す
感想が多く見られた。
②作業学習の自己評価が高く
なった割合が88.1％となり，自
己肯定感が高まった。

評価　　　Ｂ

具体的方策（教員の取組） 取組指標 取組状況

生徒の実態が大きく変わってきたため，授業の組み方を再検討する。
新入生の実態把握期間を設け，実態に応じた学習活動を展開していく。
地域貢献活動については，意欲の向上に加え，各活動で身につけさせたい力を明確にし，生徒にも示し
ながら効果的な取り組みを計画・実践していく。

①生徒の実態や地域との関連を考慮して，作業
学習の枠組みや指導内容を精選する。
②評価記録表を改良し，ポジティブな行動評価
の欄を加え，学習意欲の向上を図る。

①作業学習の内容を精選
し，地域貢献につなげる教材
を開発する。
②改良した評価記録表を用
い，生徒の意欲向上につな
がる評価支援を行う。

①生徒の実態に合わせた作
業学習の枠組みを改め，新し
い作業種にも取り組んだ。
②評価記録表の改訂により，
生徒が自分の具体的な目標を
確認し，授業後に教員が，でき
たこと，もっと頑張るところを示
すことで，生徒の意欲向上に
つながった。

＊中間期の見直し

達成状況を踏まえた改善事項


